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林京子の文学―戦争と核の時代を生きる「私」― 
 
学識確認試問の成績 
 2016 年 12 月 16 日の口頭試問において、論文審査とともに、筆者の学識を確認するため
の試問（語学に関する能力を含む）を行った。本小委員会は筆者が高度な研究能力、及び
豊かな学識を有していることを確認した。 
 
論文内容の要旨と及び審査の結果 
 
本論文の特質 
 本論文、『林京子の文学——戦争と核の時代を生きる「私」——』は、原爆文学の担い手とさ
れる林京子という小説家の文学的生涯とその作品世界を総合的に取り上げた、おそらく日
本では唯一の研究書といってよい。これまで林京子の文学は、その長崎における被爆体験
の切実さ、深刻さから、「原爆文学」の枠組みなかで論じられてきた。渡邊澄子、スリアー
ノ・ヌマエラ、黒古一夫らの先行研究において、林京子のデビュー作『祭りの場』などを
中心に、長崎における原爆被爆体験を描いたものとして、原民喜や大田洋子などの「被爆
者の文学」との対比や対照によって論じられることが多く、その被爆体験の固有性や、そ
の体験に至るまでの林京子の生い立ちや、被爆後の生活や作家経験については、常に「被
爆」という絶対的な体験を核として論及されてきたということは否めない事実である。 
 もちろん、渡邊澄子やヌマエラの研究にフェニミズム的な視点があり、黒古一夫には、
ポスト植民地主義な視点があることは確かなのだが、林京子の文学世界を俯瞰した時、「原
爆被爆体験」以前の「上海体験」、そして被爆の後の「結婚・離婚」体験や、それに伴う個
人史的な体験——アメリカ居住体験も含むーーが、原爆被爆体験と同等の、同量の重要さを
持って存在していることを否定することはできない。 
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 本論文は、そうした「原爆文学」という限定に縛られない、林京子の文学世界の全体性
を把握することによって、近年の「原発問題」に至るまでの、林京子の小説を総合的に、
立体的に捉えようとする試みなのである。 
 
本論文の構成 
 本論文は次のように構成されている。 
 
序章 
第一章 上海（戦争）体験 
第一節 戦中生活の「光」と「影」——『ミッシェルの口紅』 
     一 「映写幕」の意味 
     二 大人、そして少年少女の上海物語 
     三 少女の上海——その「光」と「影」 
第二節 戦後上海再訪記——『上海』 
     一 心の故郷 
     二 三十六年目の上海 
     三 上海体験と被爆体験——「私」の恥部  
第三節 大人としての上海体験——『予定時間』 
     一 主人公とリタ 
     二 作品成立 
     三 夢と〈すり替えの論理〉 
第二章 「八月九日」の語り部 
第一節 体験と記憶——『祭りの場』 
     一 『祭りの場』以前の被爆記憶 
     二 『祭りの場』の出現と評価 
     三 反語と逆説の意味——「祭り」と「破壊」の間 
 第二節 「傷もの」の有り様——『ギヤマン ピードロ』 
     一 〈女性〉被爆者特有の恐怖 
     二 「上海時代」と「八月九日」 
     三 被爆者だけに留まらぬ「傷」 
  第三節 「八月九日」を語る——『無きが如き』 
   一 二つの糸——「八月九日」の語り部としての「女」と「私」 
   二 すり換えられた核問題 
   三 「無きが如き」の意味 
  第四節 鎮魂の「紙碑」——『やすらかに今はねむり給え』 
   一 学徒動員時代の「不明」——命令解除の問題 
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   二 学徒動員と青春の物語 
   三 鎮魂——「不明の時」への解散式 
第三章 戦後を生きる被爆者 
第一節 被爆女性の〈苦（悩）〉——『三界の家』 
   一 「家」の崩壊 
   二 父の墓——あの世の家 
   三 「無性」の少女へ 
第二節 結婚生活の〈奥底〉——『谷間』 
   一 八月 X日の思い——なつこが思った結婚生活 
   二 八月 Y日の思い——草男から見た結婚生活 
   三 八月 X日 Y日の抽象化 
第三節 もう一つの「鎮魂」——『長い時間をかけた人間の経験』 
   一 『祭りの場』との関連性 
   二 被爆者の戦後体験と世界における核の動向 
   三 科学的な証明——放射線問題 
第四章 核の恐怖と人間の証明 
第一節 被爆者は〈人間〉だけなのか——『トリニティからトリニティへ』 
   一 トリニティまで 
   二 トリニティに向かう途上で 
   三 「ルイ」への手紙 
第二節 〈反原発〉へ——『収穫』 
   一 「小説だが、ドキュメントに近い」の意味 
   二 小説に顕在する〈事実〉 
   三 〈事実〉を小説にする「方法」 
第三節 〈再出発〉の可能性——『希望』 
   一 小説の成立 
   二 女性被爆（曝）者の結婚問題 
   三 夫婦のあり方・生命の誕生 
第四節 「フクシマ」後の報告——『再びルイへ』 
   一 悲劇——被爆、上海体験、原発事故 
   二 「喜劇」的な語りぶりへ 
   三 「新しい出発」——脱原発の行動 
終章 
文献一覧 
 
本論文の要旨 
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 筆者は、まず、作家の幼・少年時の体験としての「上海」体験に着目する。『ギヤマン ビ
ードロ』やいくつの短編小説によって表現されている林京子の上海体験は、父親の転勤に
伴う被保護者の家族として、幼少年時を「外国」で過ごしたという体験のみならず、「言語」
や「文化」や「社会」において異質なものを体験する、きわめて特徴的な経験だった。そ
の上海が、日本が侵略、占領した「敵地」「敵国」であったことと、かけがえのない幼少年
時の場所、家、街についての郷愁の地であったこととが、林京子の「上海」に対する思い
を複雑化させ、重層化させる。戦後における「上海」再訪時の旅の経験を描いた『上海』
を論じることで、筆者は、日本という自国の「戦争」と「植民地侵略」と、深刻に向き合
うことになると論じるのである。 
 それは、長崎での原爆被爆体験を、その体験三十年後に書いた『祭りの場』という作品
に至るまでの作家としての前史でありながら、林京子という作家の本質的な「世界との向
き合い方」を決定づけるものであったとも思われる。それは「原爆文学」が、抗議・糾弾・
告発・攻撃・抵抗の文学としての、いわば手段的なものと捉えられがちな戦後文学の風潮
のなかにおいて、人間について、社会について、国家について、もっと本質的で、文学的
な問題を突きつけるものであって、決して、「原爆文学」という枠組みのなかに収斂されて
ゆくようなものではなかったのである（もちろん、これは「原爆文学」を、原爆を素材と
した記録的、現実的な記述を中心とした、政治的なバイアスを持つものとして捉えられて
いる場合だけのことだ）。 
 筆者は、『祭りの場』『ギヤマン ビードロ』『上海』『無きが如き』『やすらかに今はねむ
り給え』『長い時間をかけた人間の経験』などの主要作を取り上げるほか、『三界の家』『谷
間』『予定時間』などの、ともすれば見落とされがちの作品も取り上げ、その生活体験の内
的な関連性と、問題性を鋭く剔抉し、『トリニティからトリニティに』『希望』『収穫』とい
った、ナガサキ・ヒロシマの原爆体験から、アメリカでの最初の原爆実験、トリニティの
現場に立つという経験を経て、フクシマ以降の日本社会の「核」への取り組み方、向かい
方の根本的な問題性を明らかにしてゆくのである。 
 それは、「原爆文学」「ヒバクシャ小説」、あるいは「植民地・占領地文学」「海外進出小
説」などといった狭義のジャンルに閉じ込めようとする傾向に対しての深い懐疑と、新た
なる展望を希求するものにほかならないのである。 
『予定時間』や『長い時間をかけた人間の経験』では、『祭りの場』のような、作者の一人
称による「私小説」的な構成とは違って、三人称、あるいは客観的な他者としての登場人
物を中心に、原爆体験、結婚生活体験、被爆者として生きる体験を別な視点から眺める構
成になっており、そこに林京子の小説家としての成熟や達成を見ることも可能である。 
 
 
本文論の価値 
 以上、語ってきた通り、本論文は、林京子という現存作家への、現時点での最高の総合
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性と全体性を見据えた研究論文であり、その学術的価値はきわめて高いというべきである。
とりわけ、本論文が、日本語を母語とせず、林京子の文学を「外国文学」として読む中国
人の筆者によって書かれたことは、やはり強調すべきことであろう。作者の林京子が、「中
国」に、ある意味では負い目を持つ世代であることを考えれば、中国の新世代の筆者によ
る、林京子の「上海体験」の読解は、国際的な理解や友好とも深い関わりを持つものであ
り、歴史認識に対する双方の歩み寄りに資するものであることは否定できない。 
 また、アメリカー日本という二国間の関係性のなかで論じられることの多かった「原爆」
に対して、国際的な政治と戦争の時代においての、個人的な体験を通しての究明というこ
とで、その論点は、ユーニークなものと評される。加害者と被害者という固定的な立場か
ら逃れることのできない両国の国民的感情に囚われている間は、「戦争」にまつわるあらゆ
る問題について、冷静で、客観的な立場ととられず、それは果てしない闘争と憎悪のやり
とりに終わるしかない。加害と被害という二元論的対立を超えたところに、本当の文学の
役割が存在することになる。 
 日米、日中の一方的な立場に偏ることなく、文学的本質から、「戦争」と「植民地支配」
の問題を考え、その解決を模索することは、一国の国民的立場に寄らない、真にグローバ
ルな思考や感情を培うものなのである。 
 また、日本の三・一一の「フクシマ」体験を経てからの原爆・原発に対する「核」意識
への言及は、林京子という一作家の作品を超えた、広い社会的問題へと研究の歩を進める
拠点ともなるべきものである。 
 
結論 
 作家論と作品論の乖離や分裂が、日本の文学研究の世界で語られてから久しいが、日本
文学の〝外側〟から、作家と作品を総合的に論じる試みが登場したことは、きわめて高く
評価すべきことである。 
 また、本論文が単に作家研究、文学作品の研究にとどまらず、戦前・戦中・戦後におけ
る中国と日本との歴史的、文化関係、さらに「戦争」と、それに伴う核兵器の発達と発展、
その社会的、文化的な意味や衝撃についても社会的な考察を進めており、なかでも、三・
一一以後の、いわゆる「フクシマ」以降の社会状況や文化状況にも、あくまでの林京子と
いう一文学者の目を通しながも、鋭く切り込んでいることは、文学研究の範囲にととまら
ず、文化論的、国際関係論的、文明論的な示唆に満ちている評価すべきものである。 
 その意味でも、本論文は、論文としてのクォリティーはきわめて高く、学術論文として、
何らの疑問点も問題点もないことを、審査小委員会は、全員一致で確認し、国際文化博士
の授与を妥当とすることを決定とするものである。 
